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本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は､現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり､潜在的なリスクや不確実性が含まれ
ております。従いまして､実際の業績は､様々な要因によりこれらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おきください。

2016年3月29日

中長期的成長に向けた中長期的成長に向けた

富士フイルムの富士フイルムのR&DR&Dの取り組みの取り組み
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１．業態転換の中でのR&D改革

第二の創業における業態転換

「銀塩写真からの脱却」
事業ドリブンの開発体制

「写真関連技術の活用」
コーポレートの横串機能
（基盤・コア技術の強化、

新規事業化テーマの推進）

×
人材の流動性

や
キャリアパス

→「銀塩写真からの脱却」と「写真関連技術の活用」の共存
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ディビジョナルラボ

コーポレートラボ

先
進
研
究
所

Ｒ＆Ｄ統括本部

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｼｽﾃﾑ事業部

ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ事業部

事務部

生産技術センター

解析技術センター

アドバンストマーキング研究所

メディカルシステム開発センター

画像技術センター

有機合成化学研究所

先端コア技術研究所

事業に直結する開発を追及

新規製品の追求
基盤技術の構築

高機能材料開発本部

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ事業部,医薬品事業部

再生医療研究所

医薬品・ヘルスケア研究所

再生医療事業推進室

知的財産本部

会長
社長

産業機材事業部

高機能材料研究所

2016年3月現在

経営企画本部 イノベーション戦略企画部（ISP）

知財技術部 知財法務部 国際標準化推進室

現R&D組織体制

１．業態転換の中でのR&D改革

・・・・

・・・・

機能と役割を明確にし、R&D統括本部で一元管理
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融知融知

創新創新

新たな新たな
価値の創造価値の創造

異分野の技術者の知識や

思考アプローチを融合させる

新たな破壊的イノベーション
技術と価値観を創造する

新しい顧客価値を
社会に提供する

「融知・創新」による新たな価値の創生： 新規事業化テーマの推進

所在地：神奈川県足柄上郡所在地：神奈川県足柄上郡 開成町開成町

20062006年年 44月開所月開所

先進研究所のR&Dポリシー

１．業態転換の中でのR&D改革
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製膜技術 精密成形技術

撮像技術 システム設計 バイオ
エンジニアリング

MEMS技術

粒子形成技術 機能性分子 機能性ポリマー 酸化還元制御技術

ナノ分散技術 精密塗布技術

基盤
Fundamental

材料化学 画 像 光 学 解 析

生化学 機械設計 生産システム ソフト 電気・電子

コア技術
Core Technologies

２．富士フイルムの技術優位性

基盤技術とコア技術

基盤技術
＝勝ち続ける

ための体力

コア技術
＝ビジネスで勝つ

ための武器
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写真フィルム (センサー)

カメラ (眼)

写真 (プリント)

２．富士フイルムの技術優位性

光情報をキャッチ
(メカトロニクス)

光情報を記録
(高機能材料)

ミニラボ （現像）

光情報を画像情報に変換
(画像処理)

画像情報を出力(高機能材料・画像処理)

アルバム (保管)

出力画像を保存
(アーカイブ)

ゼラチン

増感色素

※模式図

発色剤
褪色防止剤
UV吸収剤

ハロゲン化銀

銀塩写真は多種多様な技術の集積体

機能性
分子

粒子形成

ナノ分散

機能性
ポリマー

製 膜

精密
塗布システム

設計
精密成形

撮 像

システム
設計酸化還元

制御

精密
塗布

機能性
分子

機能性
分子酸化還元

制御

精密
塗布
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２．富士フイルムの技術優位性 コア技術の発展例 (1)

撮像技術

内視鏡

カメラ

基盤
Fundamental

材料化学 画 像 光 学 解 析

生化学 機械設計 生産システム ソフト 電気・電子

放送用レンズ

車載レンズ
セキュリティ用レンズ

マシンビジョン
カメラ用レンズ

センサー
ミラーレス

デジタルカメラ

的確に制御された撮像素子と光学系により高画
質な撮像が可能。撮像後の情報解析も含めた
トータルソリューションを提供
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２．富士フイルムの技術優位性 コア技術の発展例 (2)

基盤
Fundamental

材料化学 画 像 光 学 解 析

生化学 機械設計 生産システム ソフト 電気・電子

ナノ分散技術

光を感じる、記憶する、表示する等、さまざまな機能
を持った100種類にも及ぶ物質をナノサイズに分散

ナノ顔料インク

銀ナノ材料  

50nm

20nm

磁気材料

（アーカイブ用テープ）

写真用乳剤

医薬品

（ドラッグデリバリーシステム）

化粧品・

サプリメント

G B

R G
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２．富士フイルムの技術優位性 コア技術の発展例 (3)

基盤
Fundamental

材料化学 画 像 光 学 解 析

生化学 機械設計 生産システム ソフト 電気・電子

製膜・精密塗布技術

180μmのベースフィルム上に20層構成の感光層を、

20μの厚みで精密＆均一に塗布（同時重層塗布技術）

写真フィルム

CO2分離膜

WV
(on TAC)

偏光板 液晶セル

タッチパネル用センサーフィルム
（エクスクリア）

FPD用フィルム

波長選択反射フィルム

バリアフィルム
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２．富士フイルムの技術優位性 コア技術の発展例 (4)

基盤
Fundamental

材料化学 画 像 光 学 解 析

生化学 機械設計 生産システム ソフト 電気・電子

写真フィルム

バイオエンジニアリング技術

リコンビナトペプチド
（RCP）

自家培養表皮自家培養表皮

バイオ医薬品
受託製造

医薬品開発・量産化

J-TEC

CDI 再生医療

Diosynth Bio.

富山化学

富士フイルムRIファーマ

写真用ゼラチンの研究の中で、生産効率
が高く、高品質のゼラチンの製造が可能

に

写真用ゼラチン
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２．富士フイルムの技術優位性 コア技術の発展例 (5)

基盤
Fundamental

材料化学 画 像 光 学 解 析

生化学 機械設計 生産システム ソフト 電気・電子

ミニラボ

システム設計技術

医療ＩＴシステム

Sonosite

超音波診断装置

インクジェットデジタル印刷機
(Jet Press)

Dymatix

付加価値プリント

インスタントフォト
システム

体外診断システム
(IMMUNO AG1)

X線画像診断システム
(FCR)

3D画像解析システム
「SYNAPSE VINCENT]

Tera Medica

画像解析・評価技術、デジ
タルイメージング技術を通
じて蓄積してきた画像処理
に関する技術資産

「Image IntelligenceTM」
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感材用ポリマー

フィルム製膜
TAC・PET

感光材料塗布

プラスティックレンズ
（写ルンです）

デジタル画像処理

AgX粒子

乳化分散物

医薬

機能性材料

コスメティック

半導体用クリーナー
/スラリー

インクジェット用
インク

マイクロカプセル

DDS

発色色材

テレビカメラ用
レンズ

レーザー光源搭載内視鏡システム

リコンビナント
ペプチド

半導体レーザー
(フロンティア）

CCD

ヘルスケア

Xシリーズ
デジタルカメラ

X-TransCMOS

デジタルイメージング

デジタルＸ線画像診断システム

医療画像ネットワーク

Ｘ線画像センサー

３次元画像解析システム

現像処理

磁気記録材料
塗布

RI抗体

JetPress
UVインク

グラフィックシステム

メディカル

FPD用
高機能/薄手TAC

フォトレジスト・先端ArFレジスト

透明導電性フィルムサプリメント

機能性
ポリマー

機能性
分子

バイオ
エンジニア

リング

酸化還元
制御

システム
設計

ナノ分散

精密成形

粒子形成

撮 像

製 膜

Micro 
Electro 

Mechanical 
Systems

精密
塗布

高機能PET WVフィルム

バックアップテープ

バリアーフィルム

光学デバイス

遮熱フィルム

印刷用ＰＳ版・ＣＴＰ材料

ライフサイエンス

コア技術コア技術

２．富士フイルムの技術優位性

基盤技術基盤技術

14

第二の創業期におけるR&DのKFS

「選択と集中」
テーマ選定の仕組み作り
（技術の棚卸しと四象限マトリックス、

トップダウン・ボトムアップ双方向のテーマ設定、
研究計画審議）

「ヒト・モノ・カネの適正な活用」
効率的なリソース配分
（売上高R&D費での指標管理、研究者の再配置）

本社機能による連動
（イノベーション戦略企画部）

→ 「選択と集中」、「ヒト・モノ・カネの適正な活用」

３．R&Dテーマ選定と新規事業創出
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技術の棚卸し ～四象限マトリックス～

新
規
技
術

既
存
技
術

既存市場 新規市場

テーマ選定の仕組み

重点テーマ策定の３つのポイント

成長市場か 技術はあるか 競争力を持てるか

３． R&Dテーマ選定と新規事業創出
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旧技術戦略部

イノベーション戦略企画部 (ISP)

R&D統括本部経営企画本部

戦略Gr

イノベーション戦略企画部（ISP）の創設

＜以前＞

＜現在 2015年8月～＞

技術戦略部

R&D統括本部

経営視点からリソース配分を決定。 テーマによっては外部にもR&D委託

R&D部門内に戦略策定部門配置

３． R&Dテーマ選定と新規事業創出



高機能材料分野における新規商品・事業の創出を加速

2013年6月に設立

必要な社内リソースを集めた少人数のプロジェクトチーム化

キーワードは、「小さく・早く・安く・多く」

収益性の高い商品・事業を継続的に創出 執行役員 高機能材料開発本部長
岩嵜 孝志

中長期分野における新規事業の創出を加速

2015年8月に設立

経営企画本部内に、事業戦略＋技術戦略の機能を集結

キーワードは、「オープン・イノベーション」

活動をグローバルに展開
執行役員 イノベーション戦略企画部長

柳原 直人

高機能材料開発本部

イノベーション戦略企画部

３． R&Dテーマ選定と新規事業創出
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Open Innovation Hub： 5つのコンセプトで「場」を提供

• ビジネスパートナーと共創する
• 基盤・コア技術や開発中の技術・製品を紹介し、知っていただく
• 潜在ニーズと当社技術を融合する
• 画期的な技術・製品・サービスを提案する
• イノベーションを起こす

３． R&Dテーマ選定と新規事業創出
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Open Innovation Hubの成果 (2014年1月～)

• 開設後2年間で650社以上が来訪
• 約1割の協業案件 （サンプルワーク、NDA、有償販売など）
• プレゼンス向上に有効 （メディア、官庁、大学、公的機関、海外VIPなど）
• 社員教育に活用 （約2000人）
• グローバル展開 （2015年6月：米国、2016年1月：欧州に開設）

３． R&Dテーマ選定と新規事業創出
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幅広い領域の技術を組み合わせた富士フイルムならではの
Value Creationによって、トータルソリューションビジネスを創出

中長期的R&Dテーマの取り組み方針

製膜技術製膜技術 精密成形技術精密成形技術

撮像技術撮像技術 システム設計システム設計 バイオ
エンジニアリング

バイオ
エンジニアリング

MEMS技術MEMS技術

粒子形成技術粒子形成技術 機能性分子機能性分子 機能性ポリマー機能性ポリマー 酸化還元制御技術酸化還元制御技術

ナノ分散技術ナノ分散技術 精密塗布技術精密塗布技術

基盤
Fundamental

材料化学 画 像 光 学 解 析

生化学 機械設計 生産システム ソフト 電気・電子

コア
Core 内閣府が掲げる5つの重要課題

（戦略的イノベーションプログラム）

健康寿命の延伸
安全で強靭なインフラ
安全・快適な移動
環境・エネルギー
食・農

当社の基盤・コア技術

社会課題・ニーズ

・・・

・・・

社外の先端技術

オープンイノベーション

・・・・・・

バック・キャストで
課題・ニーズの

取り込み

材料・部材単品ではなく、
多方面からのアプローチにより

トータルで課題を解決

３． R&Dテーマ選定と新規事業創出
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ヘルスケア事業分野で、当社ならではのトータルソリューション

中長期的R&Dテーマの具体例

治療予防

診断

体外診断システム（IMMUNO AG1）

抗菌コート液剤
（Hydro AG）

抗菌薬
（低分子医薬品）

感染症

例） 感染症領域

３． R&Dテーマ選定と新規事業創出
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第二の創業期におけるR&DのKFS

「選択と集中」
テーマ選定の仕組み作り
（技術の棚卸しと四象限マトリックス、

トップダウン・ボトムアップ双方向のテーマ設定、
研究計画審議）

「ヒト・モノ・カネの適正な活用」
効率的なリソース配分
（売上高R&D費での指標管理、研究者の再配置）

本社機能による連動
（イノベーション戦略企画部）

→ 「選択と集中」、「ヒト・モノ・カネの適正な活用」

４．R&Dにおける効率性管理
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効率性を重視したR&D

４．R&Dにおける効率性管理

「経営視点を踏まえて選び抜いたR&Dテーマを、
リソースを適正に活用してスピーディーに実行」

・効率的なリソース配分
⇒ ヒト・モノ・カネの成長領域への重点的な投入

・オープンイノベーション
⇒ 社内の技術を活用しつつ、最先端技術を国内外からの導

入
⇒ 地域特性に合ったオープンイノベーションの推進
⇒ 技術のオープン・クローズ戦略の実行

↑↑↑↑

イノベーション戦略企画部を通じた経営視点の強化


